
令和2年5月1日発行　高知県大月町議会令和2年5月1日発行　高知県大月町議会

100号100号

3月定例会3月定例会



№100　②

表紙写真によせて

１００号
大月町議会だより

も く じ

Ｐ４　3月定例会
　Ｐ４　予算概要

　Ｐ６　予算の主な使い道

　Ｐ８　条例・契約・人事

　Ｐ９　財産・陳情

　Ｐ９　補正予算

　Ｐ１０　予算審査

　Ｐ１２　一般質問

Ｐ１９　議会だより１００号
　　　 によせて

Ｐ２０　こんにちは

遊具で遊ぶ子どもたち
よく遊び！

たくましく育て！



③　№100

新
し
い
園
舎

園庭で遊ぶ子どもたち

令和2年4月6日開所令和2年4月6日開所
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歳入

町税 4億1416万円 7.3%

分担金及び負担金
3370万円 0.6%

使用料及び手数料
1億1411万円 2.0%

繰入金
7億6862万円 13.6%

その他
3億4040万円 6.0%

地方交付税
21億298万円 37.1%

交付金等
1億6420万円
2.9%

国・県支出金
10億3213万円
18.2%

町債
6億9470万円
12.3%

自主財源
29.5%

依存財源
70.5%

自主財源
29.5%

依存財源
70.5%

交通の利便性
　
令
和
２
年
３
月
第
１
回
大
月
町
議
会
定
例
会
は
３
月

１２
日
か
ら
１９
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
当
初
予
算

９
件
、
補
正
予
算
８
件
、
陳
情
１
件
、
条
例
９
件
、
契

約
２
件
、
規
約
３
件
、
財
産
案
件
３
件
、
人
事
案
件
１

件
の
計

３６
件
が
提
出
さ
れ
、
陳
情
１
件
を
除
く

３５
議
案

が
承
認
・
可
決
、
陳
情
１
件
は
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ

ま
し
た
。
一
般
質
問
は
６
名
が
登
壇
し
執
行
部
を
た
だ

し
ま
し
た
。

定
例
会
の
概
要

　
町
民
の
安
心
・
安
全
の
た
め
「
緊
急
自
然
災
害
防
止

対
策
事
業
」
と
し
て
泊
浦
川
の
河
川
改
修
工
事
の
令
和

２
年
度
早
期
着
工
へ
の
取
り
組
み
。

　
生
活
環
境
の
安
定
を
目
的
と
し
た
若
者
世
代
向
き
の

町
営
住
宅
の
建
築
や
「
大
月
町
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
」
に
基
づ
く
地
域
公
共
交
通
の
実
証
運
行
を
計
画

（
町
民
の
日
常
生
活
を
支
え
る
移
動
手
段
を
確
保
す
る
新

た
な
取
り
組
み
）。

　
ま
た
、
畜
産
競
争
強
化
施
策
と
し
て
農
業
と
連
携
し

た
養
鶏
増
産
に
取
り
組
み
雇
用
の
創
出
を
図
る
。

当
初
予
算
の
特
徴

町　　　税 ： 町民税、固定資産税など町民が納める税金です。

繰　入　金 ： 町の貯金を下ろして財源に充てるお金です。

町　　　債 ： 町の事業を行うために借りるお金です。

国・県支出金 ： 特定の事業を行うために国や県から配分されるお金です。

交　付　金 ： 消費税、ガソリン税などから地方へ配分されるお金です。

地方交付税 ： 公共団体の公平性を保つため、国から地方へ配分されるお金です。

3
月
定
例
会

入
る
お
金

一般会計
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歳出

議会費
5428万円
1.0%

農林水産業費
2億7038万円
8.3%

土木費
8億1002万円
14.3%

消防費
2億9525万円
5.2%

教育費
2億4386万円
4.3%

公債費
7億854万円 12.5%

その他
1億4697万円 2.6%

総務費
12億8624万円
22.7%

民生費
11億2373万円
19.8%

衛生費
5億2573万円 9.3%

令 和 2 年 度 予 算
会　　計　　名 伸　率比　　較令和2年度

一 　 般 　 会 　 計 ５６億６５００万円

３億７０２６万円

８億１４３１万円

３億９７９６万円

８億２２８１万円

１００６万円

９６７５万円

５億６２１７万円

△６億１２５２万円

８１億２６８０万円

令和元年度

５６億９４００万円

３億５２１０万円

９億９８３万円

２億３９３８万円

８億１５６９万円

１４７１万円

９５５１万円

５億４０７７万円

△５億７１５７万円

８０億９０４２万円

△２９００万円

１８１６万円

△９５５２万円

１億５８５８万円

７１２万円

△４６５万円

１２４万円

２１４０万円

△４０９５万円

３６３８万円

△０．５％

５．２％

△１０．５％

６６．２％

０．９％

△３１．６％

１．３％

４．０％

７．４％

０．４％

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム

国 民 健 康 保 険

水 道

介 護 保 険

漁 業 集 落 排 水 処 理 事 業

後 期 高 齢 者 医 療

総　　　　　額

病 院 事 業 会 計�

会 計 間 重 複 額�

特
　
別
　
会
　
計

総　務　費 ： 管理、企画、地域振興、ふるさと創生などに使われます。

民　生　費 ： 障害者支援、老人福祉、児童福祉などに使われます。

衛　生　費 ： 健康づくり、環境衛生、塵芥処理などに使われます。

農林水産業費 ： 農林水産業の振興に使われます。

土　木　費 ： 道路、橋、河川の改修などに使われます。

教　育　費 ： 小学校、中学校、社会教育などに使われます。

町営住宅建設・

出
る
お
金

一般会計
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安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
住
宅
の
確
保
を
目
指

し
、
弘
見
の
中
心
部
に
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
の
建
築

（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
２
階
建
て
、
１
棟
６
戸
）

を
計
画
し
若
い
子
育
て
世
代
が
入
居
す
る
こ
と
か
ら
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
が
容
易
で
居
住
性
を
重
視
し

た
階
段
室
型
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
で
オ
ー
ル
電
化
、
ネ
ッ
ト
環

境
を
備
え
た
住
宅
を
整
備
。

　
町
民
の
通
院
、
買
い
物
、
通
勤
、
通
学
な
ど
の
日

常
生
活
を
支
え
る
移
動
手
段
を
確
保
す
る
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
、
令
和
２
年
１１
月
か
ら
令
和
３
年
２

月
ま
で
実
証
運
転
を
計
画
。

①
ま
ち
バ
ス
…
大
月
病
院
・
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
・
役

場
・
弘
見
中
心
部
・
弘
見
地
域
の
一
部
を
周
遊
す
る

バ
ス
の
運
行
。

②
移
動
の
要
望
に
対
応
す
る
バ
ス
（
デ
マ
ン
ド
バ
ス
）

運
行
を
西
泊
線
を
基
本
に
し
て
検
討
中
（
地
区
の
皆

様
の
要
望
に
答
え
る
仕
組
み
作
り
）。

お
お
つ
き
保
育
所
通
園
バ
ス
３
路
線
確
保

　
月
灘
線
、
平
山
・
古
満
目
線
、
柏
島
線

　
各
バ
ス
に
は
安
全
管
理
の
た
め
添
乗
員
が
一
名
ず

　
つ
乗
務
す
る
。

弘
見
団
地
建
設
へ

　
新
築
工
事
費
　
２
億
４
２
０
０
万
円

　
管
理
委
託
料
　
５
５
０
万
円

町
民
の
交
通
の
利
便
性
を

　
地
域
公
共
交
通

　
　
実
証
運
行
　
　
５
３
１
万
円

　
　
車
両
購
入
費
　
８
５
８
万
円
（
２
台
）

お
お
つ
き
保
育
所
通
園
バ
ス
運
行

　
通
園
バ
ス
委
託
料
　
１
０
０
０
万
円

　
児
童
送
迎
安
全
管
理
委
託
料
　
３
０
５
万
円

住宅建設予定地

ふれあいパーク　バス停

「さようなら、またあした」

新
年
度
予
算
の
主
な
使
い
道

若
者
世
代
の
住
宅
、
町
民
の
足
確
保
へ

若
者
世
代
の
住
宅
、
町
民
の
足
確
保
へ
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経
営
安
定
化
、
ス
マ
ー
ト
農
業
を
目
的
と
し
、
農

事
組
合
法
人
「
フ
ァ
ー
ム
森
の
里
」
に
ド
ロ
ー
ン
、

コ
ン
バ
イ
ン
、
乾
燥
機
を
整
備
。

　
株
式
会
社
ヤ
マ
ニ
フ
ァ
ー
ム
の
鶏
舎
３
棟
・
堆
肥

舎
１
棟
を
整
備
し
１
５
０
万
羽
に
拡
大
、
畜
産
環
境

の
保
全
及
び
良
質
堆
肥
の
生
産
、
連
携
し
た
地
域
農

業
の
活
性
化
と
雇
用
の
創
出
を
図
る
。

　
令
和
３
年
３
月
ま
で
に
燃
油
施
設
を
整
備
予
定
。

　
　
施
設
規
模
　
軽
油
２４
褌
・
重
油
６
褌
の

　
　
　
　
　
　
　
二
重
構
造
タ
ン
ク

　
　
油
送
車
両
　
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
１
台
（
４
褌
仕
様
）

　
龍
ヶ
迫
、
周
防
形
、
樫
ノ
浦
、
西
泊
、
大
浦
、
小

才
角
の
６
漁
港
の
防
波
堤
な
ど
の
施
設
老
朽
化
点
検

を
実
施
。
点
検
後
、
保
全
・
改
修
を
検
討
。

　
平
山
線
の
橋
及
び
月
灘
海
岸
線
の
樫
ノ
浦
の
土
砂

崩
れ
箇
所
の
修
復
・
改
修
工
事
実
施
。

古
満
目
漁
港
・
燃
油
施
設

　
種
子
島
周
辺
漁
業
対
策
事
業
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
１
２
０
万
円

　
　
　
　（
国
・
町
が
３
８
４
０
万
円
補
助
）　

大
月
町
6
漁
港
施
設
点
検

　
町
管
理
漁
港
個
別
施
設
計
画
策
定
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
２
５
０
万
円

集
落
営
農
支
援

　
集
落
営
農
支
援
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
１
８
８
万
円
　

畜
産
競
争
力
強
化

　
事
業
補
助
金
　
１
億
８
７
１
５
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
額
県
補
助
金
）

点検予定の小才角漁港

平
山
線
・
月
灘
海
岸
線
の
改
修

　
防
災
・
安
全
交
付
金
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
７
１
０
万
円

導入予定のドローン

月灘海岸線の修復箇所 改修される平山線
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◇
町
道
一
切
安
満
地
海
岸
線
道
路
災
害
復
旧
工
事
請
負

　
契
約
の
締
結

【
契
　

約
　

金
　

額
】
５
７
９
７
万
円

【
契
約
の
相
手
】
久
米
建
設
株
式
会
社

【
契
　

約
　

期
　

間
】
契
約
発
効
の
日
か
ら

【
契
　

約
　

期
　

間
】
令
和
２
年
３
月
３１
日
ま
で

◇
町
道
一
切
安
満
地
海
岸
線
道
路
災
害
復
旧
工
事
請
負

　
契
約
の
変
更

【
契
約
の
相
手
】
久
米
建
設
株
式
会
社

【
変
更
後
工
期
】
令
和
２
年
３
月
１４
日
か
ら

【
変
更
後
工
期
】
令
和
３
年
１
月
２７
日
ま
で

【
変
　

更
　

理
　

由
】
適
正
な
工
期
を
確
保
す
る
た
め
、

【
変
更
理
由
】
　
３
０
２
日
の
延
長
。

　
大
月
町
教
育
委
員
会
委
員

条
　

例
　

等

柏
原
　
京
子
　

氏
（
小
才
角
）

　
任
期
　
令
和
２
年
４
月
１
日

　
　
　
　
よ
り
４
年

き
ょ
う
こ

か
し
は
ら

新築のおおつき保育所
新しくなったゴミ袋

（大・小）

◇
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

　
正

【
内
容
】
消
費
税
の
引
き
上
げ
や
、
働
き
方
改
革
に
よ
る

人
件
費
の
高
騰
な
ど
に
よ
る
廃
棄
物
処
理
費
用
の

額
に
伴
う
一
般
廃
棄
物
用
ゴ
ミ
袋
手
数
料
の
改

定
。

　
　
　
　
袋
大
５０
↓
６０
円

　
　
　
　
袋
小
３０
↓
４０
円

◇
保
育
所
設
置
条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】
大
月
町
立
お
お

つ
き
保
育
所
を
追

加
し
、
既
存
保
育

所
を
削
除
。

◇
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】
会
計
年
度
任
用
職
員
の
宣
誓
規
定
の
改
正
。

◇
大
月
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一

　
部
改
正

【
内
容
】
地
域
医
療
支
援
手
当
の
追
加
。

◇
地
方
自
治
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

　
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

【
内
容
】
条
文
追
加
に
よ
る
条
文
番
号
の
変
更
。

◇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】
条
文
の
文
言
の
一
部
変
更
及
び
条
文
追
加
に
よ

る
条
文
番
号
の
変
更
。

◇
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

　
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】
家
庭
的
保
育
事
業
等
に
お
け
る
代
替
保
育
及
び

食
事
提
供
の
特
例
の
規
定
を
改
正
。

◇
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
及
び
運
営
に
関
す

　
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

【
内
容
】
介
護
保
険
法
に
基
づ
き
条
例
を
新
設
。

◇
総
合
振
興
計
画
条
例
の
制
定

【
内
容
】
総
合
的
・
計
画
的
な
町
政
の
運
営
を
図
る
た
め

必
要
な
事
項
を
定
め
た
条
例
を
新
設
。

条
　
例

（
全
員
賛
成
）

契
　
約

（
全
員
賛
成
）

人
事
案
件

（
全
員
賛
成
）
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特別養護老人ホーム

国民健康保険

水 道

介 護 保 険

後期高齢者医療

給与等集中処理

△２億１９２１万円

△１４７７万円

△４１９４万円

△１１８４万円

△１０９２万円

△２７５万円

１８６２万円

△２６０万円

５９億８３万円

３億３６４８万円

８億６８８２万円

２億３１９１万円

８億３２２１万円

９５４６万円

９億９７９７万円

５億２０１５万円

会　計　名 補 正 額 総　額

特
　
別
　
会
　
計

一　般　会　計

病 院 事 業 会 計

令 和 2 年 3 月 補 正 予 算

◇
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

　
無
償
譲
渡
す
る
財
産

　
名
　
称
　
旧
大
月
町
水
産
種
苗
セ
ン
タ
ー

　
所
在
地
　
大
月
町
古
満
目
字
古
満
目
向
３
３
０
番
７

　
内
　
容
　
土
地
　
１
２
９
９
・
５
６
㎡

　
建
　
物
　
管
理
棟
　
鉄
筋
２
階
　
３
０
８
・
０
０
㎡

　
　
　
　
　
種
苗
棟
　
鉄
筋
平
屋
　
６
５
８
・
７
５
㎡

　
　
　
　
　
機
械
棟
　
鉄
筋
平
屋
　
７
０
・
０
０
㎡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
作
物
一
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
品
一
式

　
相
手
方
　
高
知
市
神
田
２
０
９
８
番
２

　
　
　
　
　
株
式
会
社
山
崎
技
研

　
目
　
的
　
企
業
の
定
着
、
施
設
の
目
的
継
承
、
有
望

種
苗
生
産
、
雇
用
促
進
な
ど
漁
業
振
興
及
び

地
域
活
力
の
向
上
を
目
指
す
。

　
　
　
　
又
、
建
物
及
び
設
備
等
の
老
朽
化
が
進
み
改

修
を
要
す
る
状
態
で
あ
る
た
め
当
施
設
を
譲

渡
す
る
こ
と
に
よ
り
譲
渡
先
が
自
費
で
改
修

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　
条
　
件
　
種
苗
生
産
事
業
以
外
の
目
的
で
の
使
用
禁

止
。
ま
た
、
事
業
撤
退
の
場
合
は
無
償
譲
渡

し
た
物
件
の
無
償
返
還
。

◇
全
国
学
力
調
査
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

　
陳
情

【
内
容
】
学
力
調
査
を
全
員
参
加
式
か
ら
抽
出
式
に
改
め

【
内
容
る
。

安
原
・
久
米
・
山
本

　
こ
の
学
力
調
査
は
教
育
の
機
会
均
等
、
水
準
の
維
持
・

向
上
を
目
的
と
し
、
児
童
・
生
徒
の
学
力
を
把
握
・
分

析
し
、
教
育
施
策
の
成
果
と
課
題
を
検
証
し
て
、
指
導

や
改
善
に
当
て
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
調
査

の
精
度
や
平
等
性
の
観
点
か
ら
全
員
参
加
方
式
で
実
施

す
べ
き
で
あ
る
。

浦
木

　
世
界
的
な
学
力
調
査
も
全
て
抽
出
式
で
実
施
し
、
ど

こ
に
問
題
が
あ
る
か
分
析
し
て
い
る
。

　
調
査
の
た
め
の
学
力
テ
ス
ト
は
テ
ス
ト
漬
の
毎
日
に

な
り
学
力
低
下
の
子
ど
も
た
ち
が
置
き
去
り
に
さ
れ
て

い
る
現
状
が
あ
る
。
故
に
、
抽
出
方
式
で
実
施
す
べ
き

と
考
え
る
。

　
賛
成
　
浦
木
秀
雄

反
対
討
論

賛
成
討
論

一
般
会
計
歳
出
予
算
の
主
な
も
の
は
次
の
通
り
。

◇
大
月
町
情
報
通
信
施
設
管
理
委
託
料
　
　
８
０
０
万
円

◇
大
月
町
生
活
交
通
バ
ス
路
線
維
持
費
補
助
金
　
７
２
１
万
円

◇
公
立
学
校
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
整
備
事
業

　
委
託
料

　
　
大
月
小
学
校
　
２
０
５
７
万
円

　
　
大
月
中
学
校
　
１
９
４
３
万
円
　

◇
公
立
学
校
情
報
機
器
整
備
事
業
備
品
購
入
費

　
　
大
月
小
学
校
　
４
９
９
万
円

　
　
大
月
中
学
校
　
４
９
９
万
円

財
産
譲
渡

（
全
員
賛
成
）

陳
　
情

（
賛
成
少
数

　
　
に
よ
り
否
決
）

補
正
予
算



№100　⑩

野
村
　
ま
ち
づ
く
り
総
合

支
援
事
業
助
成
費
・
地
域

エ
コ
ノ
ミ
ー
の
１
組
織

５０

万
円
の
事
業
完
了
は
確
認

さ
れ
て
い
る
か
。

B
　
成
果
が
上
が
っ
て
い

な
い
の
で
補
助
を
打
ち
切

っ
た
例
も
あ
り
ま
す
が
、

審
査
は
１１
月
に
中
間
報
告
、

年
度
末
の
３
月
に
は
次
年

度
の
事
業
計
画
で
審
査
し

継
続
す
る
か
を
判
断
し
て

い
ま
す
。

山
本
　
自
然
体
験
観
光
宿

泊
施
設
造
成
工
事
設
計
・

管
理
委
託
料
１
５
０
万
円

及
び
同
看
板
製
作
・
設
置

料
２
９
０
万
円
の
内
容
は
。

B
　
エ
コ
ロ
ジ
ー
キ
ャ
ン

プ
場
の
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト

の
設
計
料
と
エ
コ
ロ
ジ
ー

キ
ャ
ン
プ
場
ま
で
の
既
存

の
看
板
取
り
換
え
設
置
費

用
で
す
。

中
平
　
ふ
る
さ
と
納
税
積

立
基
金
か
ら
２
億
５
８
８

０
万
円
取
り
崩
し
の
目
的

は
。

B
　
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
と
公
共
交
通
実
証
運
行

委
託
料
・
車
両
費
で
１
億

９
１
９
０
万
円
、
そ
の
他

の
町
有
施
設
解
体
費
１
１

０
０
万
円
、
集
落
営
農
支

援
５
２
０
万
円
、
町
管
理

漁
港
施
設
３
２
５
０
万
円
、

エ
コ
ロ
ジ
ー
キ
ャ
ン
プ
場

造
成
費
５
９
０
万
円
、
総

合
グ
ラ
ン
ド
防
球
フ
ェ
ン

ス
８
９
０
万
円
な
ど
で
す
。

安
岡
　
関
係
人
口
創
出
事

業
委
託
料
3
0
0
万
円
は

ど
の
様
な
内
容
か
、
ま
た
、

そ
の
効
果
は
。

B
　
地
域
と
関
わ
り
が
あ

る
人
（
町
内
出
身
者
な
ど
）

を
基
に
繋
が
り
の
あ
る
人

を
増
や
す
た
め
に
、
昨
年

１１
月
３０
日
に
大
阪
市
内
で

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
（
リ
ト

ル
オ
オ
ツ
キ
イ
ン
オ
オ
サ

カ
）
し
大
月
の
魅
力
を
発

信
し
ま
し
た
。
継
続
し
て

実
施
し
な
け
れ
ば
効
果
が

上
が
ら
な
い
の
で
今
年
も

予
算
計
上
し
ま
し
た
。

広めよう大月（リトルオオツキインオオサカ）

み
ん
な
で
大
月
の
郷
土
料
理

新しくなった看板

新年度予算審査新年度予算審査新年度予算審査新年度予算審査

ま

ち

づ

く

り



⑪　№100

浦
木
　
株
式
会
社
ヤ
マ
ニ

フ
ァ
ー
ム
の
鶏
の
増
産
整

備
（
畜
産
競
争
力
強
化
整

備
事
業
補
助
金
１
億
８
７

１
５
万
円
）
に
よ
り
、
し

尿
処
理
な
ど
に
薬
品
を
使

用
し
た
場
合
の
地
域
へ
の

環
境
問
題
は
発
生
し
な
い

か
。
現
状
は
問
題
な
い
よ

う
だ
が
規
模
を
拡
大
す
る

こ
と
に
よ
る
影
響
は
。

B
　
小
才
角
川
下
流
の
地

区
と
平
成
２９
年
に
唐
岩
地

区
で
飼
え
る
鶏
は
２５
万
羽

以
内
に
す
る
協
定
を
締
結

し
て
い
ま
す
。
今
回
増
や

し
て
も
２５
万
羽
を
超
え
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
協
定
の
締
結
当
時
に

地
区
役
員
さ
ん
た
ち
が
ヤ

マ
ニ
フ
ァ
ー
ム
の
鶏
舎
の

管
理
に
特
に
問
題
は
な
い

と
判
断
し
た
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。

高
野
　
有
望
品
目
産
地
化

推
進
事
業
１
５
０
万
円
、

昨
年
は
オ
リ
ー
ブ
の
有
望

品
目
産
地
化
を
推
進
し
て

い
た
が
新
規
の
有
望
品
目

が
あ
る
の
か
。

B
　
こ
の
事
業
は
３
年
間

続
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

オ
リ
ー
ブ
の
会
に
も
新
規

に
植
え
る
場
合
は
年
に
５０

万
円
を
補
助
し
ま
す
。
他

に
、
１１
名
で
構
成
す
る
グ

リ
ー
ン
パ
パ
イ
ヤ
生
産
組

合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
組

合
も
３
年
間
の
継
続
が
で

き
ま
す
。
手
続
き
と
し
て
、

規
約
の
あ
る
組
合
や
団
体

か
ら
の
申
請
に
よ
り
審
査

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
オ
リ
ー
ブ
の
会
な

ど
が
加
工
分
野
に
進
出
し

よ
う
と
し
た
時
は
、
加
工

分
野
と
し
て
補
助
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

浦
木
　
緊
急
自
然
災
害
防

止
事
業
２
億
円
の
事
業
内

容
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

B
　
泊
浦
川
の
改
修
で
す
。

泊
浦
川
橋
を
下
流
と
し
て

弘
見
方
面
の
上
流
約
４
０

０
ｍ
ま
で
を
改
修
す
る
予

定
で
す
。
泊
浦
川
橋
付
近

の
下
流
約
１
０
０
ｍ
を
浚

渫
（
し
ゅ
ん
せ
つ
）
す
る
こ

と
に
よ
り
河
川
幅
は
確
保

さ
れ
、
平
成
３０
年
７
月
豪

雨
ク
ラ
ス
の
雨
量
に
耐
え

ら
れ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

　
５
月
末
ま
で
に
設
計
を

完
了
し
、
完
成
は
今
年
度

末
ま
で
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

改修される泊浦川

規
模
拡
大
の
鶏
舎

グ
リ
ー
ン
パ
パ
イ
ヤ
を

有
望
品
目
に

産

業

振

興

防

災

事

業

全員協議会全員協議会全員協議会全員協議会
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一　般　質　問

浦
木
秀
雄
　
議
員
（
Ｐ
１３
）

　
・
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
事
項

　
・
変
形
労
働
時
間
制

高
野
真
司
　
議
員
（
Ｐ
１４
）

　
・
お
お
つ
き
保
育
所

　
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

久
米
里
志
　
議
員
（
Ｐ
１５
）

　
・
認
知
症
対
策

　
・
誘
導
灯

野
村
満
久
　
議
員
（
Ｐ
１６
）

　
・
職
場
環
境

　
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
位
置
づ
け

中
平
順
三
　
議
員
（
Ｐ
１７
）

　
・
町
長
の
政
治
姿
勢

　
・
大
月
病
院
の
医
師
不
足

　
・
ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い
道

安
原
明
彦
　
議
員
（
Ｐ
１８
）

　
・
情
報
教
育

　
・
防
災
行
動

弘見の街を見おろす、ふれあいパークのモニュメント

３月定例会の傍聴者は

７名でした。

次回定例会は６月の予定です。
傍聴のお問い合わせは　　　　

議会事務局までお願いします。

（電話：０８８０－７３－１６８２）

一
　
般
　
質
　
問

一
般
質
問
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浦木　秀雄 議員浦木　秀雄 議員

A
　
大
月
町
の
歴
史
の
一

覧
表
を
作
っ
た
。
そ
こ
か

ら
見
え
て
く
る
ま
ち
づ
く

り
基
本
事
項
の
提
案
を
す

る
。
①
政
策
を
提
言
で
き

る
人
材
育
成
。
②
大
月
町

の
特
性
を
生
か
し
た
産
業

化
。
今
あ
る
企
業
の
育
成
、

起
業
し
た
い
人
の
支
援
で

働
く
場
を
作
る
。
③
都
市

機
能
を
弘
見
の
中
心
部
に

集
中
さ
せ
、
利
便
性
を
高

め
、
活
性
化
を
図
る
。
④

弘
見
中
心
部
の
交
通
手
段

を
確
保
す
る
。
⑤
子
ど
も

た
ち
を
切
れ
目
な
く
支
援

す
る
制
度
を
構
築
す
る
。

岡
田
町
長
　
①
大
月
町
の

現
状
を
理
解
し
て
、
国
や

県
の
制
度
、
先
進
地
の
事

例
の
情
報
収
集
を
行
い
な

が
ら
事
業
を
提
案
で
き
る

人
材
育
成
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
②
雇
用
の

創
出
は
長
年
の
懸
案
で
あ

り
な
が
ら
、
具
体
的
な
方

向
性
が
示
さ
れ
な
い
よ
う

な
現
状
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
あ
る
起
業
支
援
は
、
高

知
県
の
産
業
振
興
計
画
に

の
せ
、
過
疎
地
域
支
援
法

自
立
法
、
半
島
振
興
法
な

ど
に
基
づ
い
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
起
業
し
た
い

人
の
支
援
は
、
商
工
会
な

ど
の
個
別
相
談
や
高
知
県

起
業
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
紹

介
を
し
て
い
ま
す
。
③
ふ

れ
あ
い
パ
ー
ク
は
、
本
町

の
第
一
次
産
業
の
核
、
観

光
施
設
の
核
、
地
域
振
興

の
核
、
町
内
交
通
の
核
で
、

こ
れ
を
各
部
所
に
振
り
分

け
る
考
え
は
持
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
他
の
視
点
か
ら

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
④
弘
見
中
心
街
を

回
る
無
料
バ
ス
は
、
来
年

の
１１
月
を
目
途
に
４
ヶ
月

間
の
実
証
運
行
の
計
画
を

進
め
て
い
ま
す
。
無
料
に

す
る
か
一
定
の
負
担
を
い

た
だ
く
か
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
⑤
小
学
校
、
中
学

校
の
給
食
費
無
料
化
に
つ

い
て
は
再
度
検
討
し
て
い

き
た
い
、
切
れ
目
の
な
い

子
育
て
支
援
も
長
い
ス
パ

ン
を
か
け
て
ど
う
支
援
を

続
け
て
い
く
か
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

都市機能を弘見の中心街に集中

A
　
教
員
の
夏
休
み
な
ど

の
労
働
時
間
を
短
く
し
、

繁
忙
期
１
日
１０
時
間
を
限

度
に
延
長
す
る
こ
の
法
案

の
根
拠
は
。

饌
闢
教
育
長
　
国
・
県
の

方
針
に
基
づ
い
て
、
教
員

の
働
く
時
間
軽
減
を
す
る

た
め
に
取
り
入
れ
ま
す
。

A
　
国
会
で
は
、
月

４５
時

間
、
年
間
３
６
０
時
間
以

内
、
全
員
が
守
れ
な
け
れ

ば
導
入
で
き
な
い
、
と
答

弁
し
て
い
る
。
大
月
小
中

教
員
の
年
休
取
得
状
況
、

超
過
勤
務
状
況
は
。

饌
闢
教
育
長
　
年
休
２０
日

の
う
ち
、
小
学
校
は
平
均

１１
日
、
中
学
校
は
平
均
７

日
取
得
。
超
過
勤
務
は
４５

時
間
以
上
が
小
学
校
３９
・

５
％
、
中
学
校
４０
％
で
す
。

　
月
４５
時
間
、
年
間
３
６

０
時
間
以
内
は
守
る
方
向

で
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

教職員の労働改善を

大月町のここを聞く

まちづくりの基本事項

都市機能を弘見の中心部に

　ふれあいパークは本町の核／町長

変
形
労
働
時
間
制

導
入
の
根
拠
は

 
働
く
時
間
軽
減
／
教
育
長



№100　⑭

高野　真司 議員高野　真司 議員

A
　
新
保
育
所
の
園
児
送

迎
バ
ス
路
線
計
画
と
、
自

主
通
園
区
域
は
。

饌
闢
教
育
長
　
バ
ス
通
園

は
月
灘
方
面
、
柏
島
、
一

切
、
平
山
、
古
満
目
、
芳

ノ
沢
で
す
。
自
主
通
園
は

鉾
土
、
清
王
と
弘
見
区
域

に
し
て
い
ま
す
。

A
　
国
道
か
ら
新
園
へ
の

新
設
道
の
交
通
安
全
対
応

と
し
て
、
信
号
機
設
置
、

進
入
車
線
増
設
改
良
を
所

管
機
関
へ
要
請
は
。

岡
田
町
長
　
宿
毛
警
察
署
、

宿
毛
土
木
事
務
所
と
の
協

議
に
よ
り
、
国
道
の
交
通

量
、
右
折
す
る
通
園
バ
ス

や
保
護
者
の
送
迎
す
る
車
、

通
勤
す
る
保
育
士
等
の
車

両
台
数
な
ど
の
状
況
に
よ

り
今
後
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

A
　
園
児
通
園
の
交
通
安

全
と
防
犯
対
応
は
。

饌
闢
教
育
長
　
園
児
の
送

迎
バ
ス
に
は
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
設
置
と
添
乗
員

を
配
置
し
、
安
全
に
配
慮

し
て
い
ま
す
。

　
防
犯
対
策
は
、
不
審
者

の
侵
入
等
に
対
し
て
門
扉

の
開
閉
確
認
、
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
し
注
意
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
警
備
会
社
等
に
よ
る

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
で
園

児
の
安
全
を
守
っ
て
い
き

ま
す
。

A
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
蔓
延
し
て
、
国
を
上

げ
て
感
染
防
止
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
対
策
本
部

の
設
置
を
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

岡
田
町
長
　
感
染
防
止
対

策
と
し
て
、
小
中
学
校
の

臨
時
休
校
、
病
院
、
介
護

施
設
な
ど
は
面
会
制
限
と

し
、
多
数
が
集
ま
る
集
会
、

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
控

え
る
な
ど
感
染
を
防
ぐ
あ

ら
ゆ
る
対
応
を
徹
底
的
に

行
い
、
対
策
本
部
設
置
の

準
備
は
整
え
て
い
る
の
で
、

状
況
に
よ
り
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

A
　
休
校
に
よ
る
小
中
学

校
へ
の
影
響
は
。

饌
闢
教
育
長
　
授
業
時
数

が
足
り
な
い
科
目
は
、
４

月
５
月
を
目
途
に
消
化
し

ま
す
。
休
み
期
間
は
教
職

員
が
家
庭
訪
問
し
て
生
活

状
況
を
把
握
し
て
い
ま
す
。

A
　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予

防
対
策
で
人
の
動
き
が
停

滞
し
て
い
る
が
、
大
月
町

の
観
光
産
業
、
経
済
活
動

へ
の
影
響
は
。

岡
田
町
長
　
全
国
的
な
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
や
会
議
な

ど
の
中
止
、
延
期
は
高
知

県
や
本
町
に
も
及
ん
で
、

小
中
学
校
の
休
校
、
観
光

関
連
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
、

宿
泊
施
設
へ
の
キ
ャ
ン
セ

ル
な
ど
で
、
多
方
面
の
経

済
活
動
に
影
響
を
受
け
て

い
ま
す
。

　
国
の
支
援
が
具
体
的
に

決
ま
り
次
第
直
ち
に
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で

休
校
中
の
小
中
学
校

国
道
か
ら
の
入
り
口

一　般　質　問

おおつき保育所

園児通園、防犯対応は

　　園児を守る方向で／教育長

新型コロナウイルス対策

対策本部の設置は

　　状況により対応／町長



⑮　№100

A
　
政
府
は
、
認
知
症
施

策
を
さ
ら
に
充
実
す
る
た

め
の
組
織
、
チ
ー
ム
オ
レ

ン
ジ
を
市
町
村
に
整
備
す

る
よ
う
に
予
算
化
し
た
。

認
知
症
の
人
や
家
族
を
手

助
け
す
る
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
を
中
心
に
近
隣
で
チ

ー
ム
を
組
み
、
見
守
り
や

声
掛
け
、
話
し
相
手
、
外

出
支
援
を
行
う
チ
ー
ム
オ

レ
ン
ジ
の
整
備
は
ど
こ
ま

で
進
ん
で
い
る
の
か
。

岡
田
町
長
　
大
月
町
で
は
、

重
度
の
要
介
護
状
態
に
な

っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続

け
て
い
け
る
よ
う
、
住
ま

い
、
医
療
介
護
予
防
、
生

活
支
援
が
一
体
的
に
提
供

さ
れ
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
チ

ー
ム
オ
レ
ン
ジ
は
認
知
症

の
方
に
絞
っ
た
支
援
で
、

そ
れ
に
対
し
て
本
町
で
は

認
知
症
高
齢
者
の
支
援
は
、

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中

で
行
っ
て
い
ま
す
。

A
　
障
が
い
の
あ
る
方
が

指
定
の
避
難
所
に
避
難
し

て
も
、
利
便
性
が
悪
く
不

自
由
し
た
と
言
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
手
洗
い
や
ベ
ッ

ド
が
な
く
、
ま
た
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
な
っ
て
い
な
い

と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
早

急
に
対
応
で
き
な
い
か
。

岡
田
町
長
　
風
水
害
用
の

避
難
所
は
、
改
善
セ
ン
タ

ー
と
東
部
体
育
館
を
想
定

し
て
い
ま
す
。
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
行
い
、
ト
イ
レ

も
障
が
い
者
用
を
設
置
し

ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
２

年
度
は
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド

の
購
入
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

を
確
保
す
る
た
め
の
予
算

を
計
上
し
て
い
ま
す
の
で
、

住
環
境
が
整
備
で
き
ま
す
。

A
　
長
期
の
避
難
に
な
れ

ば
、
障
が
い
の
あ
る
方
に

設
備
の
整
っ
た
町
営
の
施

設
は
利
用
で
き
な
い
か
。

岡
田
町
長
　
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
さ
ん
ご
は
指
定
管
理
者

と
災
害
時
等
に
お
け
る
設

備
利
用
の
協
力
協
定
を
結

ん
で
い
ま
せ
ん
。

　
今
後
、
社
会
福
祉
協
議

会
と
協
議
の
上
、
長
期
避

難
所
と
し
て
利
用
で
き
な

い
か
考
え
ま
す
。

久米　里志 議員久米　里志 議員

楽しい集い

誘導灯のない
樫西防災センター

A
　
防
災
セ
ン
タ
ー
や
避

難
所
、
避
難
道
に
誘
導
灯

が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
と

こ
ろ
が
あ
る
。
早
急
な
対

応
は
で
き
な
い
か
。

岡
田
町
長
　
地
震
津
波
風

水
害
の
指
定
緊
急
避
難
所

は
全
部
で
１
３
２
箇
所
あ

り
、
整
備
し
た
箇
所
は
７１

箇
所
で
す
。
誘
導
灯
が
あ

る
の
は
３７
箇
所
で
、
平
成

２７
年
度
に
誘
導
灯
の
要
請

調
査
を
行
い
ま
し
た
が
、

再
度
要
望
調
査
を
考
え
て

い
ま
す
。
一
基
設
置
に
１

０
０
万
円
程
度
か
か
り
ま

す
の
で
、
状
況
を
再
度
把

握
し
な
が
ら
担
当
課
と
協

議
し
て
い
き
ま
す
。

A
　
樫
西
防
災
セ
ン
タ
ー

と
周
防
形
消
防
屯
所
に
誘

導
灯
が
設
置
さ
れ
て
い
な

い
。
町
内
全
体
の
対
応
は
。

岡
田
町
長
　
地
区
か
ら
の

要
望
が
あ
れ
ば
検
討
し
て

設
置
し
ま
す
。

大月町のここを聞く

認
知
症
対
策

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
整
備
は

 
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で
対
応

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

／
町
長

誘
導
灯

防
災
セ
ン
タ
ー
と

 
 

避
難
所
の
誘
導
灯
は

 
要
望
が
あ
れ
ば
検
討
・
設
置

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

／
町
長



№100　⑯

A
　
１２
月
定
例
会
で
、
機

構
改
革
は
お
こ
な
わ
ず
職

員
の
知
識
や
経
験
、
特
性

を
生
か
し
た
適
材
適
所
へ

の
人
事
異
動
を
お
こ
な
い
、

職
員
と
の
懇
談
、
特
に
若

い
職
員
の
意
見
は
重
要
な

の
で
、
積
極
的
に
進
め
て

い
き
た
い
と
答
弁
し
て
い

ま
す
が
具
体
的
な
考
え
は
。

岡
田
町
長
　
具
体
的
に
私

が
各
部
署
に
出
向
い
て
や

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
世
代
交
代
が
は
っ
き

り
と
し
た
組
織
に
な
る
こ

と
か
ら
、
今
後
、
遅
れ
な

い
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

A
　
適
材
適
所
に
移
動
さ

せ
る
だ
け
で
な
く
、
や
り

が
い
や
居
場
所
づ
く
り
な

ど
の
環
境
づ
く
り
が
大
事

で
は
な
い
か
。
又
、
そ
れ

ぞ
れ
の
価
値
観
を
理
解
し
、

評
価
、
感
謝
す
る
事
が
職

務
の
効
率
化
、
行
政
の
活

気
、
町
の
活
性
に
つ
な
が

る
と
思
う
が
。

岡
田
町
長
　
職
員
は
町
民

全
体
の
奉
仕
者
で
す
。
ど

こ
の
部
署
に
か
わ
っ
て
も

能
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
職
員
は
、
職
場
の
環
境

づ
く
り
を
ど
う
す
れ
ば
い

い
か
提
案
を
す
る
な
り
、

提
案
を
受
け
た
り
し
て
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。

A
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

情
報
発
信
、
提
供
は
町
内

外
の
人
た
ち
に
と
っ
て
重

要
な
情
報
源
だ
が
、
掲
載

が
遅
か
っ
た
り
古
い
情
報

が
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
り
し

て
い
る
が
、
ど
う
い
う
位

置
付
け
で
考
え
て
い
る
の

か
。

岡
田
町
長
　
情
報
を
取
得

す
る
際
に
、
最
優
先
で
利

用
さ
れ
る
可
能
性
の
高
い
、

最
も
重
要
な
情
報
発
信
ツ

ー
ル
の
一
つ
と
し
て
考
え

て
い
ま
す
。

　
更
新
頻
度
の
ば
ら
つ
き

や
、
新
し
い
情
報
の
掲
載

の
遅
れ
な
ど
有
効
活
用
で

き
て
い
ま
せ
ん
。

　
今
後
は
、
各
課
で
作
成

し
た
情
報
を
、
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
で
取
り
ま
と
め

積
極
的
に
進
め
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

野村　満久 議員野村　満久 議員

業務に励む職員

編集中の議会だより

一　般　質　問

職場環境

一人一人の理解を

　　　提案で対応／町長

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

重
要
な
情
報
源

　
積
極
的
に
す
す
め
た
い
／
町
長



⑰　№100

A
　
平
成

２５
年
に
岡
田
町

政
が
誕
生
し
、
２
期
目
が

残
り
一
年
と
な
っ
た
。
①

今
後
の
財
政
運
営
を
ど
の

様
に
考
え
て
い
る
か
。
②

新
年
度
は
、
西
日
本
豪
雨

災
害
復
旧
工
事
の
最
終
年

で
あ
る
。
未
だ
、
発
注
率

が
６０
％
に
満
た
な
い
状
況

の
中
、
新
年
度
中
に
完
了

す
る
見
込
み
は
あ
る
の
か
。

③
今
後
の
出
処
進
退
は
。

岡
田
町
長
　
①
財
政
運
営

は
厳
し
く
な
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
が
、
出
来
る
も

の
か
ら
順
次
取
り
組
ん
で

い
く
方
針
で
す
。
②
２
月

末
の
発
注
率
は
８４
％
に
な

っ
て
お
り
年
度
内
に
残
り

を
発
注
す
れ
ば
繰
り
越
し

に
な
る
も
の
の
、
新
年
度

中
に
は
完
了
す
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
③
災
害
復
旧

や
大
型
事
業
な
ど
、
ま
だ

ま
だ
大
き
な
課
題
が
山
積

し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の

状
況
を
踏
ま
え
、
次
期
町

長
選
挙
に
立
候
補
す
る
決

意
で
す
。

A
　
①
大
月
病
院
は
、
現

在
医
師
１
名
が
不
足
し
、

過
酷
な
労
働
環
境
に
あ
る
。

今
後
の
医
師
不
足
の
対
策

は
。
②
経
年
劣
化
に
よ
る

雨
漏
り
や
耐
震
化
等
、
災

害
対
応
が
出
来
て
い
な
い

と
思
わ
れ
る
。
改
修
ま
た

は
改
築
の
予
定
は
。

岡
田
町
長
　
①
医
師
の
配

置
は
、
県
の
僻
地
医
療
協

議
会
か
ら
の
配
置
で
、
増

員
は
厳
し
い
状
況
で
す
。

今
後
は
、
町
独
自
で
確
保

す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ

る
時
期
に
来
て
い
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。
②
雨
漏
り

を
補
修
す
る
こ
と
が
先
決

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

災
害
時
に
対
応
出
来
る
耐

震
補
強
等
、
総
合
的
に
検

討
協
議
に
入
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

A
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
具

体
的
な
使
い
道
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
新
年
度
当
初
予
算
で
、

２
億
５
８
８
０
万
円
取
崩

し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
訳

は
、
納
税
関
連
費
用
以
外

に
集
落
営
農
支
援
事
業
、

公
共
交
通
実
施
運
行
事
業
、

関
係
人
口
創
出
事
業
、
自

然
体
験
型
推
進
事
業
、
総

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
事
業
、

漁
港
個
別
計
画
策
定
事
業
、

町
有
施
設
解
体
事
業
な
ど

に
充
当
し
て
い
ま
す
。

中平　順三 議員中平　順三 議員

早急な改修が待たれる

返礼品の箱づめ作業

大月町のここを聞く

町長の政治姿勢

出処進退は

　　　立候補を決意／町長

大月病院

医師不足の解消は

　町独自で確保を検討／町長

ふ
る
さ
と
納
税

具
体
的
な
使
い
道
は

　
７
事
業
に
充
当

　
　
　
／
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
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A
　
４
月
か
ら
小
学
校
で

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が

必
修
化
さ
れ
た
。
情
報
技

術
に
詳
し
く
な
い
先
生
、

保
護
者
に
と
っ
て
「
何
を

す
れ
ば
い
い
の
か
」
不
安

に
な
っ
て
い
る
。
必
修
化

さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
に
対
す
る
対
応
は
ど

う
か
。

饌
闢
教
育
長
　
昨
年
度
小

学
校
に
お
い
て
６
学
年
で

公
開
模
擬
授
業
を
３
回
実

施
し
、
県
教
育
委
員
会
主

催
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
研
修
会

に
も
参
加
を
し
て
い
た
だ

き
、
得
た
情
報
を
全
教
職

員
で
共
有
す
る
な
ど
研
修

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

A
　
４
月
に
は
パ
ソ
コ
ン

は
小
中
学
校
に
一
人
一
台

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

饌
闢
教
育
長
　
１
人
１
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
、
早
期

に
整
備
を
し
ま
す
。

A
　
パ
ソ
コ
ン
を
使
わ
ず

に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ

っ
て
進
め
て
い
く
授
業
を
、

教
育
方
針
に
採
用
す
る
教

育
委
員
会
や
学
校
が
増
え

て
い
る
。
教
育
委
員
会
の

認
識
は
。

饌
闢
教
育
長
　
小
学
校
１
・

２
年
生
で
は
、
パ
ソ
コ
ン

を
使
わ
な
い
授
業
を
行
い

な
が
ら
、
段
階
に
応
じ
て

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
等
に
つ

な
げ
て
い
き
、
３
年
生
に

つ
い
て
も
、
同
様
な
活
動

を
行
い
つ
つ
、
パ
ソ
コ
ン

を
利
用
し
て
い
き
ま
す
。

A
　
中
山
間
地
域
の
小
規

模
校
の
生
徒
に
対
す
る
、

教
育
機
会
の
確
保
、
多
様

か
つ
高
度
な
教
育
に
触
れ

る
機
会
の
提
供
を
狙
い
と

す
る
遠
隔
教
育
の
導
入
は
。

饌
闢
教
育
長
　
情
報
通
信

技
術
を
活
用
し
レ
ベ
ル
の

高
い
学
習
を
行
う
事
は
、

学
校
に
特
色
を
持
た
せ
中

山
間
地
域
の
学
校
の
支
援

に
な
り
ま
す
。
遠
隔
教
育

は
よ
い
点
も
あ
り
ま
す
が
、

施
設
整
備
と
教
職
員
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
も
必
要
で
あ

り
ま
す
。
ま
だ
時
期
的
に

大
月
町
で
は
早
過
ぎ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

A
　
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
は
台
風
の
接
近
に
よ
っ

て
河
川
の
水
位
が
上
昇
す

る
時
に
、
自
分
自
身
が
と

る
防
災
行
動
を
時
系
列
に

整
理
し
、
と
り
ま
と
め
る

も
の
。
い
ざ
と
い
う
と
き

の
た
め
に
、
日
頃
か
ら
危

機
感
を
持
っ
て
自
ら
を
守

る
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

を
作
成
・
普
及
の
啓
蒙
啓

発
活
動
を
や
る
べ
き
で
は
。

岡
田
町
長
　
地
区
防
災
計

画
に
要
配
慮
の
個
別
計
画

を
盛
り
込
み
、
地
区
、
行

政
、
専
門
家
と
一
緒
に
考

え
て
住
民
の
安
全
安
心
に

努
め
ま
す
。
こ
の
防
災
計

画
が
、
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
を
網
羅
す
る
よ
う
な

形
で
作
成
し
て
い
き
ま
す
。

安原　明彦 議員安原　明彦 議員

小学校のパソコン教室

出典：東京都総務局総合防災部

一　般　質　問

情報教育

プログラミング教育について

　　　模擬授業を実施／教育長

防
災
行
動

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

　
　
　
防
災
計
画
の
中
に
／
町
長

遠隔教育の導入は

　時期尚早
　　　　／教育長
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大
月
町
議
会
が
発
行
す

る
「
議
会
だ
よ
り
」
は
平

成
７
年
５
月
１
日
に
初
版

（
第
１
号
）
が
、
そ
の
後
、

年
間
４
回
（
５
月
、
８
月
、

１１
月
、
２
月
）
発
行
さ
れ
、

今
回
発
行
の
「
議
会
だ
よ

り
」
で
１
０
０
号
に
な
り

ま
し
た
。

　
２５
年
間
の
長
き
に
亘
り

発
行
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
も
、
ご
愛
読
い
た
だ
き

ま
し
た
町
内
の
皆
様
の
ご

指
導
、
ご
支
援
に
よ
る
も

の
と
感
謝
し
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
初
代
の
議
会
だ
よ
り
編

集
委
員
会
は
６
名
（
当
時

の
議
員
定
数
は
１８
名
）
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
員
定
数
の
変

遷
が
あ
り
、
平
成
２４
年
に

は
１０
名
に
削
減
さ
れ
、
現

在
で
は
議
会
広
報
常
任
委

員
会
と
し
て
５
名
の
議
員

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
、

１
０
０
号
記
念
誌
と
し
て

各
年
代
の
皆
様
の
声
を
掲

載
す
る
予
定
で
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓

延
に
よ
り
緊
急
事
態
宣
言

が
発
令
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る

活
動
の
自
粛
が
要
請
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
議
会
だ
よ

り
発
行
に
も
影
響
を
受
け

１
０
０
号
記
念
誌
と
し
て

予
定
し
て
い
た
特
集
は
掲

載
を
延
期
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
親
し
み
や

す
い
議
会
だ
よ
り
発
行
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　　電　話 ０８８－８２３－９３００
　　ＦＡＸ ０８８－８７３－９９４１
　　受付時間　午前９時～午後９時まで（平日・土日祝日）

議会だより編集風景

　今、日本は新型コロナウイルス感染が広まり、高知県でもお亡くなりになら
れた方がいます。この危機を乗り切り平穏な時を迎えるには、私たち一人一人
が行動自粛するしかありません。不要不急の外出は避け、「密閉・密集・密接」
された環境には近づかないように心掛けてください。外出の時はマスクを着用
し、帰宅した時は「うがい・手洗い」を丁寧におこなってください。ウイルス
に感染しないように自分の身体は自分で守ってください。
　そして、私たちの大切な人に感染させないようにしてください。
私たちの力で、ウイルスの感染連鎖を断ち切りましょう。

令和2年5月1日　大月町議会議員一同　

新型コロナウイルス健康相談センター
　　（発熱・咳など体の健康、予防、医療機関の受診に関すること）

議
会
だ
よ
り
１
０
０
号
に
よ
せ
て

議
会
だ
よ
り
１
０
０
号
に
よ
せ
て

議
会
だ
よ
り
１
０
０
号
に
よ
せ
て

皆様へのお願い（新型コロナウイルス感染防止のために）



№100　⑳

大
月
の
人
の
暮
ら
し

　
大
月
で
暮
ら
す
よ
う
に

な
っ
て
感
じ
た
の
は
、
人

の
暮
ら
し
と
自
然
の
距
離

の
近
さ
だ
そ
う
で
す
。
都

会
で
生
ま
れ
育
っ
た
岩
瀬

さ
ん
に
と
っ
て
、
自
然
は

わ
ざ
わ
ざ
出
か
け
て
「
見

る
」
も
の
だ
っ
た
と
い
い

ま
す
。
し
か
し
大
月
で
は

自
然
の
中
に
人
の
暮
ら
し

が
あ
り
、
季
節
と
共
に
変

化
す
る
自
然
の
中
か
ら
、

役
に
立
つ
も
の
を
少
し
だ

け
い
た
だ
い
て
暮
ら
す
、

日
本
人
の
暮
ら
し
の
原
点

を
感
じ
た
と
い
い
ま
す
。

子
供
達
の
ふ
る
さ
と

を
守
り
た
い

　
岩
瀬
さ
ん
は
、
自
分
の

子
供
に
誇
り
を
も
っ
て
「
ふ

る
さ
と
」
と
言
え
る
地
域

を
残
し
た
い
と
、
町
内
の

有
志
と
共
に
、
海
だ
け
で

な
い
大
月
の
素
晴
ら
し
い

自
然
や
月
山
神
社
な
ど
地

域
の
文
化
を
活
か
し
た
活

動
を
通
し
て
、
心
豊
か
な

ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
大
月
地
域
資
源
活
用
協
議
会
」

の
岩
瀬
文
人
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。

大
月
の
海
に

　
　
魅
せ
ら
れ
て

　
平
成
九
年
、
岩
瀬
さ
ん

が
沖
縄
の
研
究
所
に
い
た

と
き
、
サ
ン
ゴ
を
守
る
研

究
所
を
創
っ
て
ほ
し
い
、

と
い
う
依
頼
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
真
っ
先
に
頭
に

浮
か
ん
だ
の
は
、
か
つ
て

調
査
に
訪
れ
た
こ
と
の
あ

る
大
月
の
海
だ
っ
た
そ
う

で
す
。

　
「
大
月
の
海
の
生
き
も

の
は
人
が
近
づ
い
て
も
怖

が
ら
ず
、
自
然
な
姿
を
見

せ
て
く
れ
ま
す
。
こ
ん
な

海
は
日
本
中
探
し
て
も
な

か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。」

　
岩
瀬
さ
ん
は
平
成
十
三

年
に
西
泊
に
黒
潮
生
物
研

究
所
を
創
り
、
大
月
に
移

住
し
ま
し
た
。

海
中
で
の
作
業

会
議
風
景

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
委
　

員
　

長
　
山
本
　
恒
和

　
副
委
員
長
　
安
原
　
明
彦

　
委
　
　
員
　
浦
木
　
秀
雄

　
委
　
　
員
　
野
村
　
満
久

　
委
　
　
員
　
久
米
　
里
志

編
集
後
記

編
集
後
記

　
生
命
を
脅
か
し
、
奪
う
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

世
界
的
流
行
に
よ
っ
て
地

球
規
模
で
外
出
が
制
限
さ

れ
、
日
本
で
も
「
緊
急
事

態
宣
言
」
発
令
に
よ
っ
て

一
層
の
外
出
自
粛
が
要
請

さ
れ
た
。
政
府
も
賢
明
に

対
策
を
打
ち
出
し
て
い
る

が
、
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス

と
の
長
期
戦
に
あ
っ
て
、

大
月
の
子
供
た
ち
の
生
活

環
境
や
家
庭
的
、
経
済
的

に
も
大
変
な
状
況
が
続
い

て
い
る
。
一
日
も
早
い
終

息
を
祈
っ
て
い
る
。
自
分

の
た
め
、
家
族
の
た
め
、

社
会
の
た
め
、
そ
し
て
、

お
互
い
の
幸
せ
の
た
め
に

感
染
拡
大
を
抑
制
し
て
ゆ

こ
う
。

（
久
米
里
志
）

発
　
行
／
高
知
県
大
月
町
議
会

編
　
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会

高
知
県
幡
多
郡
大
月
町
弘
見
2
2
3
0

T
E
L（
0
8
8
0
）
7
3.
1
6
8
2

印
刷

　
有
限
会
社
 

宿
毛
印
刷

（
取
材
・
山
本
恒
和
）

こんにち
は 自然と暮らす元気な
ふるさと作りを目指して
自然と暮らす元気な
ふるさと作りを目指して
自然と暮らす元気な
ふるさと作りを目指して
自然と暮らす元気な
ふるさと作りを目指して
自然と暮らす元気な
ふるさと作りを目指して

岩瀬 文人 さん（62歳）
いわせ ふみひと
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